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ベンレート水㋬ 1 21 1 ズ ズ

アミスター20FL 11 7 2 タ

スクレアFL 11 1 3 ◎

オラクル粉 21 *a 2 ◎

*a 2 ◎

*c 1 ☆ ◎

ライメイFL 21 3 3 ◎

ランマンFL 21 3 3 ナ

フロンサイド粉 29 *a 1 ケ

ネビジン粉 36 *a 1 ナ

ネビリュウ粉粒 36 *b 1 チ

ピシロックFL U17 1 3 ◎

㋠：チオファネートメチル含有剤　㋬：ベノミル含有剤　㋠を使用した場合には同じ作で
の㋬は使用しないこと。その逆も同様（種子への処理および塗布処理を除く）。
*1:非結球アブラナ科葉菜類…「農薬登録における適用作物名について」(P.58)を参照の
こと。
*a:播種前又は定植前　*b:播種前　*c:定植前

非非結結球球アアブブララナナ科科葉葉菜菜類類
*1
(作物群登録)

ケ:ケール、こまつな、みずな、のざわな、なばな類を除く
ザ:のざわなを除く
ズ:ミズナ、チンゲンサイを除く
タ:こまつな、チンゲンサイ、タアサイ、ミズナを除く
チ:チンゲンサイを除く
ナ:なばな類を除く

☆:セル成型育苗トレイまたはペーパーポットで育苗している苗に灌注処理する。

オラクル顆水 21
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スピノエース顆水 5 14 2 ナ ナ ナ ナ ナ ナ ナ ナ ナ ナ
オルトラン水 1B 21 1 カ

*a 1 ツ ツ
*b 1 ツ

アグロスリン乳 3A 劇 1 2 チ
アディオン乳 3A 1 3 し

スカウトFL*2 3A 劇 7 2 チ
フォース粒 3A 劇 *c 1 ◎ ◎
アクタラ顆溶 4A 3 2 コ
アルバリン顆溶
スタークル顆溶

4A 3 2 ア ア

アルバリン粒
スタークル粒

4A *a 1 チ チ

ダントツ溶 4A 7 3 ゲ

モスピラン顆溶*2 4A 劇 7 1 チ チ チ
モスピラン粒 4A *a 1 チ チ
トランスフォームFL 4C 1 3 ◎
フィールドマストFL 4E 1 2 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
ディアナＳＣ 5 1 2 ケ ケ ケ ケ
ラディアントＳＣ 5 1 2 ケ ケ ケ ケ
アニキ乳 6 1 3 ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎
アファーム乳 6 7 3 ノ ノ ノ ノ ノ ノ ノ ノ ノ
コテツFL 13 劇 14 1 ヒ
カスケード乳 15 7 2 バ バ バ
マッチ乳 15 3 3 ◎ ◎
マトリックFL 18 14 3 ◎ ○ ○

アクセルFL
22
B

1 3 ◎ ◎ ◎

フェニックス顆水 28 1 2 チ
1 2 タ タ
1 2 非 非
*d 1 非

ベリマークＳＣ 28 7 1 ◎ ◎ ◎
ヨーバルFL 28 1 2 す

ウララＤＦ*2 29 1 2 ◎
グレーシア乳 30 7 1 ◎ ◎ ◎
ブロフレアＳＣ 30 1 3 ◎ ◎ ◎
ファインセーブFL 34 劇 7 2 ◎
プレオFL UN 7 2 こ こ こ
ナメクリーン３ ‐ 3 2 メ
ナメトックス粒 - 3 2 メ
ナメナイト - 3 2 メ

非非結結球球アアブブララナナ科科葉葉菜菜類類*1
(作物群登録)

ダイアジノン粒５*2 1B

プレバソンFL５ 28
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非非結結球球アアブブララナナ科科葉葉菜菜類類*1
(作物群登録)

*1:非結球アブラナ科葉菜類…「農薬登録における適用作物名について」(P.58)を参照のこ
と。
*2:ナバナ類に使用する際は非結球アブラナ科葉菜類ではなく、ナバナ類の登録内容に従う。
*a:播種時　*b:播種時又は定植時　*c:播種前　*d:育苗期後半～定植当日

ア:チンゲンサイ、畑ワサビを除く
カ:ケール、カラシナ、ルッコラ、四川搾菜（茎葉）、畑ワサビ、畑ワサビ（葉）を除く
ケ:こまつな、ﾁﾝｹﾞﾝｻｲ、なばな類を除く
ゲ:コマツナ、チンゲンサイ、ナバナ類、ミズナを除く
コ:コマツナ、ケール、チンゲンサイ、ノザワナを除く
タ:タアサイ、非結球ハクサイ、ナバナ類を除く
チ:チンゲンサイを除く
ツ:コマツナ、ミズナ、ケール、ヒロシマナを除く
ナ:ミズナ､非結球ハクサイを除く
ノ:ナバナ類、ノザワナ、チンゲンサイ、コマツナを除く
バ:ナバナ類を除く
ヒ:コマツナ、チンゲンサイ、ナバナ類、非結球ハクサイ、非結球メキャベツを除く
こ:コマツナ、ミズナ、ナバナ類を除く
し:コマツナ、非結球ハクサイ、ミズナ、ナバナ類を除く
非:非結球ハクサイで登録
す:こまつなを除く
メ:ナメクジ類
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